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教科目名 材料と加工 (Materials and Processing) 

学科名・学年 ： 機械工学科 1 年 

単 位 数 な ど ： 必修 1 単位 （後期 1コマ，学習保証時間 22.5 時間） 

担 当 教 員 ： 薬師寺輝敏 

授業の概要 

機械工学はもの作りが基本である．もの作りには材料が必要でそれをうまく加工する技術もまた重要である．従って

１年から機械実習を行い，各種工作機械の実習や手仕上げ等を経験させているが，最低限実習を行うに必要な材料の知

識と工作機械の原理や加工理論を教授する． 

達成目標と評価方法      大分高専目標(B2)

(1) 機械を構成する基本的な材料についてその名前を言える．（定期試験） 

(2) 鉄鋼材料について各種熱処理の意味を知っている．（定期試験） 

(3) 切削加工,鋳造,鍛造,溶接,研削がどのようなものか知っている．（定期試験） 

(4) 部品をどのような工程で作るか計画を立てることができる．(定期試験) 

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 
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１．機械を作る 

 (1)機械の作り 

(2)機械のできるまで 

(3)いろいろな機械工作法 

２．材料を作る 

 (1)鉄鋼材料と非鉄金属 

(2)セラミックス材料 

 (3)プラスチック材料 

 (4)複合材料 

３．材料とその性質 

 (1)引張試験と硬さ試験 

 (2)靱性 

 (3)熱膨張と熱伝導 

 

・ 我々の生活を支える機械がどのように作られている

のか概略を知る．  

 

・ 鉄鋼材料の製造法を知り，組織と性質の関係を学ぶ． 

・ 鉄鋼材料の熱処理を学ぶ． 

・ 様々な鉄鋼材料について知り材料記号を学ぶ． 

・ 非鉄金属材料の種類と性質を学ぶ． 

・ セラミックス，プラスチック，複合材料の性質を学

ぶ 

・ 引張試験と硬さ試験について学ぶ． 

・ 衝撃試験を知る． 

・ 熱伝導の概念を理解する． 

【理解の度合い】 

8 後期中間試験  【試験の点数】   点
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後期中間試験の解答と解説 

４．切削加工 

(1)切削加工のいろいろ 

 (2)工具材料のいろいろ 

５．造形加工        

(1)鋳造        

(2)鍛造         

(3)粉末成形，射出成形 

６．板の成形加工 

 (1)せん断加工 

 (2)曲げ加工 

 (3)絞り加工 
７．接合・切断加工 
８．研削 
９．放電加工 

 

 

・切削加工の種類と工具について学ぶ． 

 

 

・鋳造の種類と原理を学ぶ． 

・鍛造の優れているところを学ぶ 

・粉末成型，射出成型の原理を学ぶ． 

 

・板の成形加工について学ぶ．  

 

・溶接の種類と原理を学ぶ． 

・研削とは何か 

・放電加工の原理と用途を学ぶ． 

【理解の度合い】 

15 後期期末試験  【試験の点数】   点

 後期期末試験の解答と解説   

履修上の注意 
自分の身の回りの様々な「モノ」の作り方に対していつも疑問を抱き，さ

らに最近の材料や加工に関する話題なども敏感に感じとること． 

教 科 書 吉川昌範ほか著，「新機械工作」，実教出版． 

参 考 図 書 参考資料プリント配布． 

関 連 科 目 機械工作法Ⅰ，機械工作法Ⅱ，材料学Ⅰ，材料学Ⅱ 

総 合 評 価 

達成目標の(1)～(4)について 2回の試験で評価する． 

総合評価＝2回の定期試験の平均 

総合評価が 60 点以上を合格とする． 

【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】    点

 


